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佐治天文台長　香
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の  「空の向こうに見えるもの」
Vol.5  新年の扉を開くヤヌス
　新年、明けましておめでとうございます。誰もが交わす新年
のあいさつですね。では、年の初めは誰が何時決めたのでし
ょう。現在では、誰も一向に不思議に思いませんし、考えて
もみませんね。
　昔日本で使われていた、いわゆる旧暦は太陽と月の満ち欠
けを基準にして考えられた太陰太陽暦。この暦では実際に生
活するうえで不便だ、と言うことで明治５年から使われ始めた
のが現在の太陽暦。太陽の動きに合わせてあるため季節の変
化にもピッタリ。
　ところで、年の初めとなると季節には無関係でも一向に不
便は感じないものでしょうか？
　陸上競技のトラックを想像してみてください。確かにどこを
スタート位置としても、１周の長さは変わりませんが、何人も
のランナーが同じトラックを１周走るのに、スタート（ゴール）の
ラインがバラバラでは困りますね。このため、あらかじめスター
ト・ゴールの位置を一つに決めておく必要があります。同じこ
とが年の初めについても言えるのです。昔、年初は国々で勝手
に決められて使われていましたが、世界中の交流が進むにつ
れてこれではとても不便だと感じるようになり、ローマ時代に
使われ始め、ヨーロッパで使用されてきた現在の年初が、広く
使われるようになったのでした。英語で１月はJanuary。こ
れは、ギリシャ神話で新年の扉を開く神ヤヌスによるものです。

　「三ツ星」で有名な冬を代表する
星座「オリオン座」が、見やすい時
期を迎えています。夜７時ごろ、東
からやや南寄りの空を眺めると、オ
リオン座の目印である「三ツ星」が
見つかります。ちょうど昇ってきてい
るところなので、三ツ星は縦にならんで見えます。そして、
それを囲むように４つの星をつなげれば、だいたいオリオン
座の完成です。オリオン座は１等星２つと２等星４つという
明るい星で形作られているゴージャスな星座です。これほ
どぜいたくなものは、星空広しと言えどオリオン座しかない
でしょう。
　オリオン座には、三ツ星をはさんで左に「ベテルギウス」、
さらに反対側の右に「リゲル」という明るい星があります。
実際の星空で見ると、ベテルギウスは赤く、リゲルは青白い
色をしていることがわかります。昔の人たちは、これらの星々
を平家の赤旗と源氏の白旗に見立てて、ベテルギウスを「平
家星」、リゲルを「源氏星」と呼びました。三ツ星をはさん
で対峙する色の違う二つの星を眺めると、空の上から源平
合戦の「わー」という声が、今にも聞こえてきそうです。
　ところで「オリオン」とは何のことでしょう。ある時、小
学生にたずねたら「玉ねぎのこと？」と言ってくれました。う
～ん、残念。それは「オニオン」ですね。オリオンとは、ギ
リシャ神話に登場する腕のいい巨人の猟師の名前なのです。

■問い合わせ先　やまびこ館　上町88
　　　　　　　 （0857）23ー2140
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オリオン座

　明けましておめでとうございます。
　正月三が日に食べられるお雑煮。
お餅の形状や味付けにそれぞれの地
域色があること
はよく知られて
います（東日本
が角餅、西日本
が丸餅を入れる
傾向がある）。
　全国的にみれ
ば、雑煮は羹

あつもの

（肉
や野菜を入れた
熱い吸物）の一
種であり、醤油
仕立て・味噌仕立ての汁をベースに
するものが多いですが、鳥取県内で
は小豆雑煮で正月を祝う地域が多く
みられます。
　特に、鳥取県東部・中部地方の沿
岸部は小豆雑煮が主流で、内陸山間
部の河原・八東・若桜・用瀬は味噌
仕立ての雑煮が主流になっています。
　また、岡山県に隣接する智頭町で
は小豆雑煮はほとんど見られず、醤

油仕立ての雑煮が多いようです。
　鳥取県西部地方では、淀江・大山・
名和などは小豆雑煮が主流ながら、

境港・会見な
どは醤油が主
流になってい
ます。狭い鳥
取県内でもそ
れぞれに受け

オリオン座を探そう

やまびこ館にみんな集まれ！
Happy New Yearフェスタ２００６

昭和初期の餅つきの風景（鳥取市内）

継いできた雑煮に地域差がみられる
のです。
　今から 150 年余り昔に、千代川に
近い地域の農家の生活のようすを書
き綴った「自家行事日記」には、元
旦は「先祖からのしきたりを忠実に

「わんわんフォトコンテスト」
　今年はイヌ年！みなさんのおうち
の自慢のわんちゃんの写真を掲示し、
来館者によるコンテストを行います。

▼掲示期間
　1月 2日（月）～ 15日（日）

▼コンテスト期間
　1月 2日（月）～ 9日（月・祝）

守り、神々にお供え物をしてお祀
まつり

り
する」とあります。どうやら元旦に
は雑煮を食べないで、「雑煮」は翌２
日に食べていたようです。農作業で
最も重要な労働力となる牛に取り付
ける農機具（面

おもがい

繋・鼻
はなぐり

繰・水
みず お

緒など）
を神前に供えてから、「雑煮を食べて
お祝いする」とあり、その１年の豊
作を祈願したのでしょう。

若葉台から明日の鳥取市を「鳥取環境大学」


